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【 お 問 合 せ 】 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

須 木 分 館 の 旬 な 情

報 や 話 題 を お 届 け

し ま す 。

お す す め 本 の 紹 介
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著 者 ・ 栗 山 　 さ や か

発 行 ・ 金 の 星 社

『 渋 谷 ギ ャ ル 店 員

ひ と り で は じ め た

ア フ リ カ ボ ラ ン テ ィ ア

『 ホ ー ム レ ス 農 園 ～ 命

を つ な ぐ 「 農 」 を 作

る ！ 若 き 女 性 起 業 家 の

挑 戦 ～ 』

著 者 ・ 小 島 　 希 世 子

発 行 ・ 河 出 書 房 新 社

　 九 月 二 十 三 日 （ 祝 日 ） に 、 す き む ら ん ど 温

泉 か じ か の 湯 駐 車 場 を 会 場 に 、 「 栗 ま つ り 」

が 盛 大 に 開 催 さ れ ま し た 。

　 七 月 に 続 い た 長 雨 と 台 風 の 影 響 で 、 須 木 地

区 の 基 幹 作 物 で あ る 栗 の 収 穫 が 心 配 さ れ ま し

た が 、 当 日 は 多 く の 栗 生 産 者 の 協 力 を い た だ

き 、 約 三 百 キ ロ の 栗 の 販 売 を 会 場 で 実 施 し 、

完 売 す る 事 が 出 来 ま し た 。

　 会 場 に は 、 県 内 を は じ め 鹿 児 島 や 長 崎 と 九

州 管 内 か ら 「 須 木 栗 」 を 求 め 、 約 千 五 百 人 の

来 場 者 が 訪 れ ま し た 。

　 名 物 の 栗 狩 り 体 験 で は 、 先 着 二 百 名 が 、 受

付 開 始 十 五 分 で 完 売 と な る 盛 況 ぶ り で し た 。

　
平
成
２
７
年
１
０
月
７
日
（
水
）
、
Ｊ
Ａ
こ
ば
や

し
須
木
給
油
所
が
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
責
任
者
の
永
野
所
長
は
「
須
木
地
区
住
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
給
油
所
に
な
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

徹
底
を
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
、
意
気
込
み
を
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
須
木
地
区
に
と
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
と

て
も
重
要
で
す
。
区
内
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。



　
須
木
地
域
協
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、
須
木
地
区
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
や
、
須
木
地
区
の
活
性
化
な
ど
を
協
議

す
る
「
地
域
協
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
８
月
２
８
日
に
行
わ
れ
た
地
域
協
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

（
８
月
２
８
日
（
金
）
開
催
）

（
１
）
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
①
須
木
区
の
農
畜
産
物
生
産
量
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
し
ま
し
た
。
今
後
の
検

　
討
の
た
め
に
、
現
状
だ
け
で
は
な
く
過
去
1
0
年
く
ら
い
の
資
料
を
作
成
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　
②
地
域
創
生
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
委
員
よ
り
質
問
が
あ
り
、
事
務
局
よ
り
、
現
在
各
課
の
意
見
を
取
り
ま
と
め

　
中
で
あ
り
、
1
0
月
に
は
市
全
体
の
計
画
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
③
綾
町
が
空
き
家
対
策
と
し
て
町
が
倉
庫
を
借
り
て
空
き
家
の
家
財
を
保
管
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
具
体

　
的
内
容
を
調
べ
て
お
く
よ
う
事
務
局
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
も
み
じ
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
２
６
年
度
に
終
了
し
た
も
み
じ
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、
委
員
よ
り
具
体
的
に
検
証
し
今
後
の
取
扱
い

に
つ
い
て
地
域
協
議
会
と
し
て
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
、
現
地
視
察
し
、
検
証
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
須
木
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域

振
興
課
（
℡
4
8
－
3
1
3
0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
９
月
６
日
（
日
）
、
防
犯
モ
デ
ル
地
区
事
業
と
し
て
永
田

地
区
住
民
と
消
防
団
に
よ
る
、
防
災
訓
練
が
永
田
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
万
が
一
の
対
応
に
備
え
、
参
加
者
は
熱
心

に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
９
月
２
１
日
（
敬
老
の
日
）
に
、
各
地
区
で
敬
老
大
会
が
開

催
さ
れ
、
８
０
歳
と
８
８
歳
（
米
寿
）
の
方
に
お
祝
い
交
付
金

が
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
永
田
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
、
永
田
地
区
敬
老

大
会
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
林
市
全
体
の
支
給
人
数
は
、
８
０
歳
６
６
０
人
、
８
８
歳

３
３
４
人
、
１
０
０
歳
２
７
人
、
１
０
９
歳
１
人
と
い
う
中

で
、
永
田
地
区
で
は
、
８
０
歳
８
名
と
８
８
歳
２
人
に
支
給
さ

れ
、
多
く
の
区
民
の
方
々
が
一
緒
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
敬
老
の
日
は
、
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老

人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
。
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
須
木
地
区
を
支
え
て

く
だ
さ
い
。

　
９
月
５
日
（
土
）
、
須
木
地
区
体
育
館
で
保
育
園
の
運
動
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
せ
よ
う

と
、
園
児
は
歌
に
踊
り
に
か
け
っ
こ
と
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　
須
木
中
央
保
育
園
は
、
少
子
化
に
よ
り
現
在
の
園
児
数
は
３

０
名
で
す
。
保
護
者
会
戸
数
も
少
な
く
な
り
、
様
々
な
行
事
が

以
前
と
比
べ
て
活
動
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
保
護

者
と
先
生
達
が
一
致
団
結
し
て
、
未
来
の
須
木
を
背
負
っ
て
い

く
子
ど
も
達
の
た
め
に
日
々
、
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
１
７
日
（
木
）
、
須
木
小
学
校
３
、
４
年
生
児
童
と

須
木
漁
業
組
合
の
皆
さ
ん
が
、
夏
木
地
区
上
流
に
ウ
ナ
ギ
２

１
㎏
と
モ
ク
ズ
カ
ニ
１
２
．
５
㎏
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
須
木
漁
業
組
合
長
の
西

道
紀
一
さ
ん
は
、
「
子
ど

も
達
に
魚
の
放
流
体
験
を

通
じ
て
、
魚
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
学
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
熱
心
に

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
持
っ
て
い
る
人
に
１
２
桁
の
番
号
を
交
付
し
て
、
社
会
保
障
や
税
、
災
害

対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
２
７
年
１
０
月
か
ら
１
２
月
に
か
け
て
、
全
国
の
家
庭
に
１
２
桁
の
番
号
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
が
記

載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
順
々
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
の
表
面
に
は
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
の
手
続
き
が
必
要
で
、
手
数
料
も
か
か
り
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
は
、
「
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
」
で
す
。
住
ん
で
い
る
場
所
と
住
民
票

の
住
所
が
違
う
場
合
は
、
受
け
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
異
な
る
方
は
１
０
月
２
日
ま
で
に
住
所
異

動
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
が
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
に
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、
様
々
な
情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や

労
力
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進
み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
行
政
機
関
が

持
っ
て
い
る
自
分
の
情
報
を
確
認
し
た
り
、
行
政
機
関
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
＊
問
い
合
わ
せ
＊

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
こ
と
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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カ
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に
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こ
と
】
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